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1.　 まえがき

　地震予知研究計画による永年変化精密観測網も次第に整備され，現在では全国 11 ケ所でプ

ロトン磁力計による全磁力絶対観測が続けられている。1972 年 4 月までの結果は，すでに

報告したので（ 地震予知研究計画・地磁気研究グループ，1973 ），今回はそれ以降 1973

年 5 月までの観測結果を報告する。

2． 観測点の分布

　観測点の分布は第 1 図に示す通りである。各点の緯度経度は第 1 表に示してある。各観測

点では，ほゞ同一規格のプロトン磁力計を用い，全磁力（ F ）を 1 分または 10 分間隔で測

定している。測定精度は約 1 γである。

3． 全磁カ月平均値

　 測 定 値 の う ち， 毎 日 1 時 00 分（ JST ）を は さ ん で 10 分 間 隔 で，0 時 40 分，0 時 50

分，1 時 00 分，1 時 10 分，1 時 20 分の全磁力値の平均を計算して夜間値とし，さらにそ

の月平均を求めた。月平均の計算は，ふたつの場合についておこなった。ひとつは，1 月の

うち利用できるすべてのデータに対して平均したもの（ 全月平均 ）であり，他は地磁気静穏

日のデータについてのみ平均をおこなったもの（ 静穏日月平均 ）である。静穏日としては，

観測時間に対応する柿岡の K － index が 0 または 1 の日のみを選び出した。

　1972 年 1 月から 1973 年 5 月までの期間の全磁力月平均値と標準偏差を第 2a，2b 表（ 全

月平均 ）および第 3a，3b 表（ 静穏日月平均 ）に示した。欠測その他の事情で 1 月間必ずし

も完全な記録のとれない場合もある。表中＊印は，月平均をとるにあたり，1 月のうちで利

用可能な日数が 20 日以下であった場合である。これらを図示したのが第 2a，2b 図（ 全月

平均 ）および第 3a，3b 図（ 静穏日月平均 ）である。

　次に，柿岡を基準として，各観測点との全磁力差を求め，さらにその月平均値を計算した。

全磁力差についても，前の場合と同様，全月平均と，静隠日月平均とを求めた。第 4a，4b 表

（ 全月平均 ）および第 5a，5b 表（ 静穏日月平均 ）に示した。これらを図示したのが第 4a，
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4b 図（ 全月平均 ）および第 5a，5b 図（ 静穏日月平均 ）である。

4．全磁力経年変化

　全磁力は，前回の報告で指摘した通り，年々日本全土にわたって減少している。この傾向

は 1972 － 1973 年間でも変わりがない。しかし注意してみると，この期間には，経年変化

の様相に微妙な変化が現れにようである。1969 － 1972 年の長期間をみれば，全磁力の減

少率は北北西のシベリアの方に向って大きく，太平洋側ほど減少率が小さい。したがって，

柿岡を基準として，各観測点との全磁力差をとると，おゝざっぱに云って日本海側では全磁

力差が減少し，柿岡より太平洋側では増加する傾向がみられた。ところが，1972 － 1973

年の期間をみると，鳥取や八ケ岳では，柿岡より減少率が小さくなっている。このことは，

柿岡との全磁力差が，この期間増加していることから明かである。またこの期間では，水沢

と柿岡とで，変化にほとんど違いが認められない。これらは，1972 年までの経年変化の様

相とかなり異なる点で，単に 1972 － 1973 年間の一時的現象なのか，それとも今後長期に

わたって，経年変化の全般的傾向の変化を意味するものかは，将来の観測にまたねばならな

い。

　全磁力差の月平均値には，数ケ月の小変動の見られる場所が多い。特に八丈島－柿岡では，

かなり大きな振幅の数ケ月変動が見られる。振幅こそ，八丈島－柿岡程大きくないが，同様

の傾向は，鹿屋－柿岡の全磁力差にもみられる（ 例えば第 5b 図 ）。前回報告した通り，こ

れらの小変動は外部磁場の影響によるところが大きいと思われる。

参 考 文 献

地震予知研究計画・地磁気研究グループ

　地震予知研究計画にもとづく地磁気全磁力観測，地震予知連絡会会報，第 9 巻，109 －

126，1973.

―152―



第 1 図　観測所の分布
Fig. 1　Locations of stations

第 2a 図
第 2b 図

　全磁力の全月平均

Fig. 2a 
Fig. 2b　｝Monthly means of total intensity for all days.
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第 3a 図
第 3b 図

　全磁力の静穏日月平均

第 4a 図
第 4b 図

　柿岡を基準とした全磁力差の全月平均

Fig. 3a 
Fig. 3b 　｝Monthly means of total intensity for magnetically quiet days.

Fig. 4a 
Fig. 4b 　｝Monthly means of difference in total intensity with reference 
　　　　　 to Kakioka Magnetic Observatory based on all day data.
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第 5a 図
第 5b 図

　柿岡を基準とした全磁力差の静穏日月平均

Fig. 5a 
Fig. 5b 　｝Monthly means of difference in total intensity with reference 

  to Kakioka Magnetic Observatory based on magnetically 
  quiet day data.
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第 1 表　観測所の分布
Table 1.　Locations of stations
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第 2a 表　全磁力の全月平均
Table 2a　Monthly means of the total intensity on the basis of all day data.

第 2b 表　全磁力の全月平均
Table 2b　Monthly means of the total intensity on the basis of all day data.
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第 3a 表　全磁力の静穏日月平均
Table 3a　Monthly means of the total intensity on the basis of quiet day data.

第 3b 表　全磁力の静穏日月平均
Table 3b　Monthly means of the total intensity on the basis of quiet day data.
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第 4a 表　柿岡を基準とした全磁力差の全月平均
Table 4a.　Monthly means of difference in the total intensity with

reference to Kakioka Magnetic Observatory on the basis
of all day data.

第 4b 表　柿岡を基準とした全磁力差の全月平均
Table 4b.　Monthly means of difference in the total intensity with

reference to Kakioka Magnetic Observatory on the basis 
of all day data.
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第 5a 表　柿岡を基準とした全磁力差の静穏日月平均
Table 5a.　Monthly means of difference in the total intensity with

reference to Kakioka Magnetic Observatory on the basis
of quiet day data.

第 5b 表　柿岡を基準とした全磁力差の静隠日月平均
Table 4b.　Monthly means of difference in the total intensity with

reference to Kakioka Magnetic Observatory on the basis
of quiet day data.
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